
主役は俺だ－２０２３年秋② 

■池原響生（いけはら・ひびき）　北海学園大　ＬＢ　３年 

７月１６日の北海学園大と北海道大のオープ
ン戦。０－１７と北海道大にリードを許して迎
えた第３Ｑ９分に、北海道大ＱＢが投じたパス
を、インサイドＬＢの池原が狙い澄ましたよう
にインターセプトし、自陣２７ヤード地点から
サイドライン際を快走。北海道大選手のタック
ルを振り切り、７３ヤードの鮮やかなリターン
ＴＤを決めた。ＰＡＴのキックも決まり７－１
７。「狙っていた。去年の秋の北海道大戦の先
制点になったインターセプトリターンＴＤと
まったく同じだった」と、してやったりの池
原。押され気味だったチームに渇を入れるビッ
グプレーだった。 
伊達緑丘高野球部で投手と中堅手を務めた。
大学入学後にインスタグラムでアメフト部のＰ
Ｒ動画を見て「おもしろそう」と興味を持っ
た。全道優勝を目指すハードな練習と明るい
チームカラー。オンとオフの切り替えも好まし
く、アメフト部の門をたたいた。１７５セン
チ、８６キロの均整の取れた体と肩の強さでＱＢ志望だったが、「まずは競技に慣れるた
め」とＬＢに。チーム事情から、２年生からはＬＢ専任になったが「ラン、パス両方のプ
レーにかかわれて目立てる。失敗してもおもしろい」とその魅力のとりこになった。「得
意プレーはパスカバー」と胸を張る。去年春のオープン戦から、北海道大戦では３試合連
続でインターセプトを決めた。ライバルとの相性の良さも自慢だ。 
攻撃の主力選手が交代した今季。守備チームへの期待も大きい。「守備がしっかり止め
て、攻撃チームに流れを持っていきたい。攻撃チームまかせにしない」と上級生の自覚も
十分だ。「スカウティングとビデオチェックで、相手のプレーが頭に入っている。やろう
と思えばできることをしっかりやるだけ」とインターセプト術に磨きをかける一方で、
タックル強化にも励む。「去年はタックルミスで負けた。今年はインターセプトもタック
ルももっと数を増やす」と決意した。 

〈プロフィール〉 
２００３年３月１５日、伊達市生まれ。経済学部地域経済学科。「プレーと発言でチー
ムを引っ張った」と、同じＬＢだった昨年の松本竜輔主将を尊敬する。今季の主将のＤＢ
佐々木祐弥も「今、チームで一番乗っている」と期待する。


